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研究成果の概要（和文）：豆乳の乳酸菌発酵ろ液PS-B1の発毛促進効果について調べるため、背毛を除去した4週
齢のC57BL/6雄性マウス（n=10）に対して、PS-B1(5%、15%、30%)、PBS（30%）、豆乳(30%)をそれぞれ含む20% 
EtOH溶液を塗布液として調製し、50μLを背部に1日1回全てのマウスの発毛が完了するまでの長期（8か月間）に
渡り塗布を行った。塗布部の画像解析の結果、PS-B1は発毛個体出現及び発毛面積の増加に至る期間の短縮化に
おいて顕著な効果を示すことが明らかになった。さらに、PS-B1刺激した培養毛乳頭細胞のPCR分析の結果、毛髪
関連遺伝子FGF-2及びKGFの発現増加が見出された。

研究成果の概要（英文）：The effect of PS-B1 (a fermented product cultured from soybean milk using 
lactic acid bacteria) on hair growth in vivo was examined by topical application of PS-B1 on the 
shaved dorsal skin of 4-week-old male C57BL/6 mice. The 20% ethanol solutions which included PS-B1 
(5%, 15% and 30%), PBS (30%) and soybean milk (30%), respectively, were prepared as application 
liquids and 50 μL of each liquid was applied to the back of mice (n=10) once a day until hair 
growth of all mice was completed (8 months). From the picture analysis of dorsal skin, application 
of PS-B1 induced earlier telogen to anagen conversion as compared to those observed the vehicle 
treatments. Furthermore, the increase of expression of growth factors implicated in the regulation 
of hair growth (FGF-2 and KGF) were found as a result of the PCR analysis of the cultivation human 
follicle dermal papilla cells which stimulated by PS-B1. These results suggested that PS-B1 contains
 hair growth promoting substances.

研究分野： 薬学
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１．研究開始当初の背景
近年では

見られていた薄毛
性にも多く見られるようにな
層でも
ている
ものと考えられていた薄毛
睡眠、栄養、運動、喫煙、飲酒などの生活習
慣の乱れに
を介して
きた。各種意識調査からの推計によると、薄
毛・抜け毛を気にして悩んでいる人口は
国では
のような時代背景のもと、
テーマとして研究を行うこと
のと考えられる。
我々は、

自の複合培養法を開発し、この手法によって
調製した「豆乳の新規乳酸菌発酵ろ液
の有用性について研究を進めていたところ
であった。この
生成された数多くの化学物質が混在し、それ
らの中には、
改善効果因子など多彩な有用成分が含まれ
ていることを示唆するデータを得ていた。さ
らに、
「PS
機能する」ことを示す大変ユニークな予備実
験データを得るに至った。
下、本研究を開始した。

 
 
２．研究の目的
我々は

のヒト常在乳酸菌を用いた独自の複合培養
法を開発し、この手法によって
乳の新規乳酸菌発酵ろ液
な有用作用を解析している。この
する一連の研究の中で、最近、「
毛症状の改善に対して有効に機能する」こと
を示す大変ユニークな予備実験データを得
るに至った。一般に、薄毛症状に対する乳酸
菌発酵物の摂取や塗布の影響については未
だ深く研究されておらず、世界的にも他に類
を見ない。
そこで本研究では、

改善作
明を図ることを主たる目的とした
は、PS
理活性物質の単離・同定を目指すとともに、
PS-B1
これまでに無い新しいタイプの毛髪ケア法
の提唱を図る。
 
３．研
（１）
①予備試験
PS-B1
通常飼料を用いて

C57BL/6
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